
 

 

 

 

 

■スペシャリストガイダンスが行われました 

 ２学年の進路行事「スペシャリストガイダンス」が１

7 日に行われました。各分野の専門家である大学の先生

１１名を講師としてお招きし、大学での学びを見据えた、

最先端の話題を講義していただきました。 

 生徒は１１講座のなかから興味関心に応じ２つの講座

を選択し受講することになります。最近は web 上で気

軽に大学の講義を見られる便利な時代になりましたが、

やはり直接の対面で感じる熱量や面白さは動画では味わ

えないもののようです。各教室では講義後も活発な質問

が行われ、好奇心に火が点いた生徒もたくさんいたこと

と思います。この講座をきっかけにして大学や学問分野

に興味をもった生徒も多く、将来の進路選択に大きな影

響を与える企画であったと思います。 

 

早稲田大学の先生による心理学講座（勉強に活かせる？） 

 

 

 

 

 

東北大学工学部の佃先生には昨年に続いて建築学の講義

をしていただきました 

大阪大学の齋藤先生の講義は毎年生徒から「面白かった」

と評判の講座です 

埼玉大学の先生（理学分野）からは、高分子の話題でし

た（ちょっと難しかったかな？） 
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系統 大学 講師 タイトル

１文学 大阪大学　 斎藤　理生 「若き太宰治の実験」

２心理学 早稲田大学 高橋　麻衣子
効果的な勉強方法とは？！

～ことばを理解する心の仕組み～講義

３法学 千葉大学 坂井　大輔
「家」と「家族」

明治時代の論争から考える

４国際関係学 東京外国語大学 青山　弘之
世界についてのステレオタイプをどう克服するか：西

アジア・北アフリカ地域(中東）をめぐって

５経済学 新潟大学 中村　篤志 経済学部で学ぶということ

６工学 東北大学 佃　悠
建築でこれからの社会をつくるー東北大学で学ぶ都

市・建築学

７農学 筑波大学 小幡谷　英一 日本の森林と木材利用

８医学 新潟大学 島田　斉 画像でみるからよくわかる、脳の老いと病気の話

９看護 群馬大学 恩幣　宏美 学問としての看護、職業としての看護

１０薬学 金沢大学 古川　敦 「新しい医薬品－バイオ医薬品－ってどういう薬？」

１１理学 埼玉大学 川村　隆三 つながると面白い高分子～材料から生物まで～



■１１月の記述模試は、すごく大事！ 

 もうすぐ１１月。最初の連休には各学年とも校外模試

が予定されています。１１月の模試は１学期の模試の反

省を踏まえた軌道修正ができたかどうかを確認するとい

う大切な目的があり、当然その修正の度合いによって７

月の模試から大きく成績が変動する、という性質があり

ます。そろそろ来年度に向けての意識をしていく時期。

今回の模試をそのための起爆剤として活用したいもので

す。１・２年生はデジタルサービスに目標点と志望校を

登録し、１学期にどんな課題を抱えていたか（そしてそ

の課題は克服できているか）を振り返ってみましょう。 

１年生  

９月に実施した進路講演会での話を覚えていますか？

１年生の７月から１１月は成績が大きく変動する時期で

す。主に中学校の内容が中心だった７月模試と比べ、高

校に入ってからの学習の成果が問われるのが今回の模試

です。上の資料から分かるように早めに受験を意識して

日頃の学習に活かしている人は当然受験での成功率は上

がります。今のうちからしっかり模試に向き合う学習ス

タイルを確立しておきましょう。 

２年生  

 今回の模試からいよいよ５教科型の受験になります。

「英数国もままならないのに理社（情）なんて」と不安

に感じる人も多いと思いますが、基本的なスタンスは変

わりません。まず英数国の柱をしっかり強くする、とい

う目標は変えずに、そこからちょっとずつ理社のウエイ

トを上げていけばよいのです。当然今まで以上に学習の

バランスの工夫が求められますが最初はうまくいかなく

てもいいのです。これから自分はどの教科（分野）に力

を注ぐべきなのかよく考える機会にしましょう。修学旅

行が間近に迫り学習に対するモチベーション維持が難し

い時期ですが、例年修学旅行を境にビシッと切り替えら

れるのが前女生です。修学旅行後はもう「３年０学期の

始まり」と腹をくくって学習に取り組めるようにしたい

ですね。 

３年生  

 記述型の全国模試が終了し、残すはマーク模試のみと

なりました。これから２次試験までの間、自分の客観的

な実力を測るものさしがなくなるというのは不安もある

とは思います。だからこそここではっきり伝えたいのは

「これからの時期こそ抜け駆けの大チャンス、

大逆転の大チャンスである」ということ。これから

は周りとの比較を気にする

ことなく自分の学習に専念

できるわけですから、周り

の隙をついて正々堂々と

「抜け駆け大作戦」を

実行しよう。 

 とはいえ、精神的にも不

安定になりがちな時期でもあります。努力しても成果が

現れない焦りから、つい弱気になったり投げやりな気持

ちになったりしていませんか（まさか家族に八つ当たり

なんてしてないですよね）。不安や焦りは皆一緒。こんな

時こそ人に優しく接して徳を積みましょう。生活リズム

を整え Ca や VitaminC（ミカン？）をたっぷり摂取し

て心穏やかに過ごしましょう。 

 １１月の重みを十分理解して、願掛けしながら決意を

新たにしませんか。「受験が終わるまで○○は封印」など

我慢事を決めて、強い決意で今月を過ごしましょう。 

 

■（予告）医学科セミナーが開催されます 

①現役医師による講演会 

［10/29（水）16:10～＠会議室］ 

 本校の卒業生で、現在群馬大学において小児科の医師

として勤務しつつ大学院で研究をされている奥野はるな

先生をお招きして講演をいただきます。医師としての生

活をつつみかくさずお話ししていただく予定です。参加

申し込みは既に終了しましたが、当日の飛び入りの参加

も可です。 

②群馬県高校生医学科セミナー（高２対象） 

［12/14（日）＠前橋女子高校］ 

 群馬県の高校２年生で、医学科を目指す生徒を対象に

行われます。群馬大学の医師の方から群馬県の医療につ

いてお話をいただくほか、駿台予備校による医学科面接

対策講座も予定されています。 

 

医学科に限ったことではないですが、自分の進路に関

わるイベントや講座には、貪欲に、積極的に参加してい

きたいですね。 


